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発
掘
調
査
の
成
果
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Ａ
区
〜
斜
面
中
段
〜

発
掘
調
査
を
行
っ
た
斜
面

は
、
縄
文
人
が
長
い
間
に
わ
た

っ
て
利
用
し
て
い
た
場
所
で

す
。
斜
面
の
下
の
方
が
谷
に
な

っ
て
い
た
前
期
〜
中
期
に
は
、

ゴ
ミ
捨
て
場
に
し
て
い
ま
し

た
。
徐
々
に
埋
め
立
て
ら
れ
た

中
期
中
頃
〜
終
わ
り
頃
に
は
、

掘
立
柱
建
物
が
つ
く
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
集
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落
最
後
の
時
期
に
は
、
竪
穴
住

居
を
建
て
て
い
た
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
調
査
の
結
果
、
掘

立
柱
建
物
跡
は
、
東
西
2
基
×

南
北
3
基
の
6
基
の
柱
穴
で
構

成
さ
れ
、
し
か
も
ほ
ぼ
同
じ
場

所
に
建
て
替
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

木
柱
発
見
と
取
り
上
げ

直
径
80
㎝
以
上
の
大
型
の
柱

穴
5
基
を
詳
し
く
調
べ
た
と
こ

ろ
、
4
基
の
底
の
部
分
か
ら
木

柱
の
根
本
部
分
が
立
っ
た
状
態

で
見
つ
か
り
ま
し
た
。

最
も
大
き
い
も
の
で
、
直
径

60
㎝
、
長
さ
90
㎝
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
25
度
も
傾
い
て
い
た
も

の
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
詳
し
い
年
代
な

ど
を
調
べ
る
た
め
、
取
り
上
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
取
り

上
げ
は
木
柱
が
痛
ま
な
い
よ
う

に
処
置
し
て
木
枠
や
鉄
枠
で
固

定
し
、
ク
レ
ー
ン
を
使
っ
て
つ

り
上
げ
る
と
い
う
大
が
か
り
な

も
の
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
取
り
上
げ
た
木
柱
は

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
を
終
え
て

い
ま
す
。
き
れ
い
に
し
て
み
る

と
、
伐
採
し
た
後
、
底
の
部
分

を
石
斧
で
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
よ

う
に
加
工
し
て
い
る
も
の
と
、

伐
採
の
時
の
丸
み
が
残
っ
て
い
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る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
保
存
処
理
を
行

い
、
公
開
す
る
予
定
で
す
。

Ｂ
区
〜
台
地
縁
辺
部
〜

Ｂ
区
か
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も
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掘
立
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建
物

跡
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確
認
し
ま
し
た
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3
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の
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外
側

に
、
棟
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な
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可
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性

の
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る
2
基
の
柱
穴
が
見
つ
か
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し
た
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柱
穴
か
ら
大
き
な
木
柱
を
発
見
し
、
取
り
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。



三
内
丸
山
遺
跡
に
関
す
る
素
朴
な
疑
問
に
答
え
る
こ
の
コ
ー

ナ
ー
。
今
回
の
ギ
モ
ン
は
こ
れ
！

『
ヒ
ス
イ
の
穴
は
ど
う
や
っ
て
あ
け
た
の
で
す
か
？
』

―
ヒ
ス
イ
っ
て
硬
い
の
で
す
か
。

「
ヒ
ス
イ
は
岩
石
の
中
で
は
と
て
も
硬
く
、
ハ
ン
マ
ー
で
叩

き
割
る
の
も
大
変
で
す
。」

―
金
属
ド
リ
ル
の
な
い
時
代
に
、
い
っ
た
い
ど
う
や
っ
て
？

「
い
ろ
い
ろ
な
説
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
先
を
細

く
し
た
骨
な
ど
を
使
い
、
水
と
研
磨
砂
を
加
え
な
が
ら
、
錐き
り

の
よ
う
に
回
転
さ
せ
て
穴
を
開
け
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
方
法

と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。」

―
時
間
が
か
か
る
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
。

「
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
で
す
よ
ね
。
で
も
縄
文
時
代

の
人
々
は
根
気
強
く
穴
を
あ
け
た
と
思
い
ま
す
。」

青
森
県
で
は
、「
青
森
県
の

縄
文
遺
跡
群
」
の
世
界
文
化
遺

産
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

た
め
に
は
、
文
化
庁
で
作
成
す

る
国
内
の
候
補
遺
産
リ
ス
ト
で

あ
る
暫
定
ざ
ん
て
い

一
覧
表
に
登
載
と
う
さ
い

さ
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度

か
ら
地
方
自
治
体
か
ら
の
提
案

遺跡のご案内
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三
内
丸
山
遺
跡
で
は
2
月
3

日
（
土
）、
4
日
（
日
）
に
「
三
内

丸
山
冬
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

す
。
長
さ
20
ｍ
以
上
も
あ
る
巨

大
な
滑
り
台
を
は
じ
め
、
縄
文

射
的
し
ゃ
て
き

や
雪
ダ
ル
マ
作
り
コ
ン
テ

ス
ト
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
、

み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
メ
ニ
ュ

ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
冬
だ

か
ら
楽
し
い
三
内
丸
山
遺
跡
を

満
喫
し
て
下
さ
い
。

を
基
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
遺
跡
の
所
在
す

る
市
や
町
と
県
と
の
連
名
で
、

昨
年
11
月
28
日
、
提
案
書
を
文

化
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。
選
定

の
結
果
、
残
念
な
が
ら
今
年
度

は
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
継
続
審
議
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
来
年
度
の
登
録

を
目
指
し
て
、
よ
り
積
極
的
に

取
り
組
む
予
定
で
す
。

「
青
森
県
の
縄
文
遺
跡
群
」

は
、
特
別
史
跡
・
三
内
丸
山
遺

跡
を
は
じ
め
、
国
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
る
7
つ
の
縄
文
遺
跡

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

三
内
丸
山

冬
ま
つ
り

冬
ま
つ
り

世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表

　
　
　
　
　
　
登
載
へ
提
案
！

世
界
文
化
遺
産
へ

世
界
文
化
遺
産
へ

出土したヒスイ。新潟県
の糸魚川付近から運ばれ、
三内丸山で加工されたと
考えられます。

上：未製品や原石（ ）下：ヒスイの大珠

開
催
の
お
知
ら
せ�

「
縄
文
ま
ほ
ろ
ば
展
」

【
場
所
】

展
示
室
企
画
展
示
コ
ー
ナ
ー

【
期
間
】

2
月
下
旬
〜
6
月
（
予
定
）

今
年
度
の
調
査
区
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
8
回
の
調
査
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

掘
立
柱
建
物
跡
や
木
柱
の
調

査
成
果
を
中
心
に
、
遺
物
や
パ

ネ
ル
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

『
第
30
次
調
査
の
成
果
』

最新
情報展 青

森
県
で
は
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
縄
文
文

化
及
び
縄
文
遺
跡
の
価
値
と
魅
力
を
全
国
に
情
報
発
信
す
る

た
め
、
大
阪
市
で
「
あ
お
も
り
縄
文
ま
ほ
ろ
ば
展
」
を
開
催

し
ま
す
。

県
内
の
縄
文
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
貴
重
な
出
土
品
約
600
点
を

展
示
す
る
と
と
も
に
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

○
展
示
会

・
会
　
　
期

平
成
19
年
2
月
11
日（
日
）〜
18
日（
日
）

※
火
曜
日
休
館

・
開
館
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
金
曜
日
は
午
後
8
時
ま
で
）

・
会
　
　
場

大
阪
歴
史
博
物
館
（
6
階
特
別
展
示
室
）

・
観

覧

料

常
設
展
示
観
覧
券
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

展
示
品
に
つ
い
て
、
青
森
県
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
の
専
門

職
員
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
を
し
ま
す
。

日
時

平
成
19
年
2
月
12
日（
月
）、
17
日（
土
）、
18
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
、
午
後
1
時
30
分
、
3
時
30
分

（
所
要
時
間
30
分
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

青
森
県
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
℡（
0
1
7
）7
3
4
―
9
9
2
2

遺跡の開園時間
9:00～17:00（3月まで）
ただし、遺跡内展示室、展示遺
構の公開時間は9:00～16:30

ボランティアガイド定時案内
1回目は9:15から
その後は10:00から１時間ごと
最終は15:30から

交通手段
青森市営バス
ＪＲ青森駅から「免許センタ
ー行き」、三内丸山遺跡前で下
車

園路は除雪を行っておりますが、
歩きやすい靴でおこしください。

お答えします　     さんまるのギモン

「青森県の縄文遺跡群」構成資産


